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町民の動き

人口… 3,179人(-4) 

男… 1,530人(- 6) 

女… 1,649人(+2) 

世帯数
…1,083世帯( 0) 

（平成13年8月31日現在）

毎
年
大
好
評
の
あ
ゆ
と
う
な
ぎ
の
つ
か
み
ど
り
大
会
。
河
辺
川
に
特
設

さ
れ
た
い
け
す
に
は
あ
ゆ
と
う
な
ぎ
が

5
0
0
匹
ず
つ
入
れ
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
う
な
ぎ
は
岩
の
間
に
隠
れ
て
し
ま
い
、
な
か
な
か
姿
を
見
せ
て

く
れ
ま
せ
ん
。
出
て
き
た
と
こ
ろ
を
捕
ま
え
よ
う
と
し
て
も
素
手
で
は
思

う
よ
う
に
い
か
ず
、
老
い
も
若
き
も
四
苦
八
苦
。
家
族
連
れ
や
友
達
同
士

の
に
ぎ
や
か
な
笑
い
声
が
終
了
時
間
を
過
ぎ
て
も
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。
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5
月
に
行
い
ま
し
た
「
健

康
行
き
バ
ス
」
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
も
と
に
、

10
月
2

日
因
か
ら
い
よ
い
よ
「
健
康

行
き
バ
ス
」
が
町
内
を
く
ま

な
く
走
り
始
め
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
高
齢
者
が

保
養
セ
ン
タ
ー
や
鹿
野
川
荘

で
入
浴
す
る
場
合
に
は
、
半

額
ま
た
は
無
料
で
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

通
院
や
買
物
、
温
泉
で
の

健
康
増
進
等
に
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

n
 

利
用
で
き
る
者

.
6
5
歳
以
上
で
、
町
内
に
居

住
す
る
者

料

金
・
無
料

運
行
地
区
及
び
運
行
日

•
町
内
を
5

地
区
に
分

け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
を
週

1

回
運
行
（
別
表
l
)

・
年
末
年
始

(12月
29
日
ー

1
月
3
日
）
は
運
休

運
行
日
程

•
原
則
と
し
て
利
用
者
の
自

申
し
込
み
•
お
問
い
合
わ
せ
先

肱
川
町
役
場
健
康
課

(
6
)
3
4
|
2
3
4
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（
土
日
祝
）

3
4
|
2
3
1
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10月2日（火）から

運行開始される健康行きバス

両月
時 1コ
醤｛き
バ

閃茨
• 利 ・ 浴運

時はて役目利 用 利定まセの宅
補 9-

刻自く場的用 申 用員でン希ま 助 tI

姦鷹誓盟貫喜房亨昔胃『予返農 {,'
絡 に い 課 着 名 法 人 人

鹿
る迎

しバ ゜ま希前 で及 施し
貞始

まス役で望立‘ すび 野頭、如

t[ ？@:〗 ゜ ： ］、9

n
 

補
助
の
内
容

.
6
5
歳
か
ら

75
歳
未
満
の
利

用
者
は
半
額
補
助
（
個
人

負
担

l
3
0
円）

•
7
5歳
以
上
の
利
用
者
は
全

額
補
助
（
個
人
負
担
無
料
）

※
保
養
セ
ン
タ
ー
と
鹿
野
川

荘
で
は
、
こ
の
補
助
制
度

に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

入
浴
料
金
は
正
規
の
料
金

で
は
な
く

2
6
0
円
に
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

利
用
方
法

•
利
用
す
る
際
は
、
「
高
齢

者
手
帳
交
付
証
」
を
利
用

す
る
施
設
に
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。
（
「
高
齢
者
手
帳

交
付
証
」
は
、
部
落
長
会

を
通
じ
て

9
月
末
ま
で
に

該
当
者
に
配
布
し
ま
す
。
）

•
こ
の
交
付
証
を
忘
れ
た
場

合
は
施
設
を
利
用
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
必
ず
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

と

4
-

＾
泌

運行地区及び運行曜日 （別表 1)

運行
月 火 水 木 金

曜日

菟 野 尾 小 薮 白 石 中 津 八 重 木両

上 敷 水 大 和 影 地 小 ノ届 上 森 山

敷 水 中 野 広 常 藤 野 原 山 槌
部

下 敷 水 小 畑 井 久 保 町 協 生

橡の木瀬 禾r火,． 野 尾 大 平 瓜 生 谷 中 居 谷

落 上 嵯峨谷 汗 生 大 屋 敷 市 之 畦 昴’←. 城

下嵯峨 谷 l 下鹿野川 森 郷 仕/‘ 呂木

名
下嵯峨谷 2 肱 J木‘‘’ , 柳 道 野 尾

上鹿野川 見 の 越

月 野 尾
凩r. 

造
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65歳以上の方の10月からの介護保険料
●,L.l.L.．．．．．.．．．.．．．.．..．.．.．...．．．．.．.．...．．．. 

平成13年10月からは本来額の保険料を納めていただきます。

65歳以上の方の介護保険料については、制度についての理解をいただきながら、保険料を段階的

に負担していただけるよう

●平成12年 4月から 9月までの半年間は、保険料を納めなくてよいこと 。

●平成12年10月から平成13年 9月までの 1年間は、本来の保険料の半額を納めることとされています。

そして、

●平成13年10月からは本来の保険料の額を納めていただきます。

（したがって平成13年度は本来の保険料額の 4分の 3を納めていただくことになります。）

今

介 本 保険料が軽減された分は
護来
保の

国が負担することになります

こ年10月平成1~年4月
1~13年度

一
+-

14年度 叶

本来の保険料の額を納めます

本来の保険料の
半額を納めます

▲ 
平成13年10月

,‘̀‘ 
／
 

▲ 
平成14年4月

▲ 
平成15年4月

平成13年度及び14年度の肱川町の介護保険料は、以下のとおりです。

区 分
13年度年額 14年度年額

（本来の年額の 4分の 3) （本来の年額）

第 1段階 生活保護又は老齢福祉年金受給者で、町民税非課税の方 10,600円 14,100円

第 2段階 世帯全員が町民税非課税の方 15,900円 21,100円

第 3段階 本人が町民税非課税の方 21,100円 28,200円

第 4段階 本人が町民税課税（合計所得金額250万円未満）の方 26,400円 35,200円

第 5段階 本人が町民税課税（合計所得金額250万円以上）の方 31,700円 42,300円

上記保険料の納付については、特別徴収の方は各年の定期支払月に年金から天引きされ、普通徴

収の方は 7月～翌年 3月までの全 9期で納付していただきます。

特別徴収
（老齢退職年金が年額18万円以上の方）

普通徴収

3月

※特別徴収対象者…年金収入が 1年に18万円以上の方（年金から天引）

※普通徴収対象者…年金収入が 1年に18万円未満及びその年に65歳に達する方（町に納入）

（注）年間保険料額確定後の特別徴収は、 10月からの開始となりますので、 4月． 6月． 8月の

特別徴収は、前年度 2月に特別徴収された同額が仮徴収されます。

●平成13年度に65歳に達する方の保険料の納め方

誕生日の例 第 1号被保険者資格発生月日

誕生日が 8月1日で65歳になる方 1 7月（誕生日の前日の属する月）

誕生日が 8月2日で65歳になる方 8月（誕生日の前日の属する月）

介護保険料の納め方
（納付書で個別に納める。普通徴収）

7月分～翌年 9月分まで (10月から特別徴収）

8月分～翌年 9月分まで (10月から特別徴収）

31広報ひじかわ 222号



1 肱川町における I

中山間地域等直接支払刷麿の実施状況平成12年度

平成12年度から国の農業施策の一環として中山間地域等直接支払

制度が創設され、本町においても「基本方針」を策定し、各地域で

説明会を行い、事業を実施いたしました。

1 制度の概要

中山間地域等では、高齢化が進む中で平地

に比べ自然的 ・経済的・社会的条件の不利性

から、担い手の減少・耕作放棄地の増加によ

って多面的機能（国土保全•水源のかん養・
洪水防止等）が低下し、国民全体にとって大

きな経済的損失が生じることが懸念されてい

ます。

このため、中山間地域等における農業生産

の維持を図り、多面的機能を確保するという

観点から、中山間地域等直接支払交付金を交

付することになりました。

交付金の使用方法 農業生産活動等

共同取組活動

［ 
農用地に関する事項

ヘ
集 落 名

役出・ 項門事る 維持管理 手のぃ

の

息

靡 胃
汗 生

゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚゚道野尾 1

゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚゚道野尾 2

゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚゚上 森 山

゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚゚怒田野尾

゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚゚協 生

゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚゚品＇ 城

゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚゚辻ノ ‘ 泣木

゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚゚中 居 谷

゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚゚大 谷

゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚゚久 下

゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚゚中 野

゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚゚小 薮

゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚゚師走野

゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚゚見 の 越

゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚゚予 子林

゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚゚小 倉

゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚゚中 津

゜゚゚゜゚゚゜゚゚゜゚゚

2 実施集落協定

集落協定数 (18)

〔汗生、道野尾 l、道野尾 2、上森山、怒

田野尾、協生、嘉城、共栄、中居谷、大

谷、久下、中野、小薮、師走野、見の越、

予子林、小倉、中津〕

3 協定締結農用地面積 1,746,848 m2 

〔田 905,318面畑 841,530而〕

4 交付金額 25,490,107円

5 協定参加者数 296（団体を含む）

多面的機能を憎進する活懃 生産性の向上 担い手の定着

水路農道管理

>地［ 靡讐<『［ 
そ

翡＇ 
オ

胃>
冒そ

理水路管 理農道管 他のそ

の ヘ° の
ゆ 他 レ の 他

旦屠ヽ

の の I 

i の

i 進

の

翡化
夕

贔刈
の ， 翡

の l の

信 尺の悶
i 保

開翡
胃

゜゚ ゜ ゜ ゜゜゚゜ ゜ ゜゜゚゜ ゜ ゜゜゚ ゜ ゜ ゜゜゚ ゜ ゜ ゜゜゚゜ ゜ ゜゜゚゜ ゜ ゜゜゚ ゜ ゜ ゜゜゚゜ ゜ ゜゜゚゜゚ ゜ ゜゚゜゚゜ ゜ ゜゜゚ ゜ ゜ ゜゜゚゜ ゜ ゜゜゚゜ ゜゜゚゜゚ ゜ ゜ ゜゜゚゜ ゜ ゜
） 

゜゚゜ ゜ ゜゜゚゜ ゜
2゚001. 9 I 4 



協定参加者数

協定集落名
交付金額 面積計

農業者 その他 （円） (m) 田 畑（急傾斜） 畑（緩傾斜） 林地化面積

（人）

汗 生 7 320,488 23,208 13,672 9,536 

道野尾 1 13 740,174 39,296 33,940 1,086 4,270 

道野尾 2 ， 773,168 67,232 67,232 

上 森 山 3 153,467 18,821 2,044 6,478 10,299 

怒田野尾 8 772,644 49,005 25,514 19,329 4,162 

協 生 3 298,011 14,191 14,191 

品一 城 ， 606,492 40,963 18,556 17,299 5,108 

.:1±. /‘  
呂木 5 302,315 18,758 9,407 9,005 346 

中 居 谷 27 1,671,004 113,179 45,481 59,870 7,828 

大 谷 103 1 11,161,862 786,417 435,794 97,876 252,747 

久 下 5 1,076,331 100,610 4,803 80,018 15,789 

中 野 3 648,581 34,153 29,977 556 3,620 

小 薮 19 1,490,655 107,390 53,039 23,326 31,025 

師 走 野 8 905,323 59,741 35,743 8,841 15,157 

見 の 越 6 315,351 21,422 7,263 14,159 

予 子 林 52 1 3,441,243 201,030 152,575 8,447 40,008 

小 倉 4 258,594 16,043 7,800 8,243 

中 津 10 554,404 35,389 15,519 19,870 

計 294 2 25,490,107 1,746,848 905,318 441,635 399,895 

｀ 
肱川町を代表する農産物（くり・しいたけ・ゆず）

を主に利用した加工品及び料理（お菓子等）を募集

し品評会を開催します。

《品評会開催日及び場所》

•平成13年11 月 18 日（日）
．肱川町風の博物館 2F

及び第17回ふれあい

《Xi:つ:：'-〗［］ま::0
《応募資格》

町内在住者であれば個

人・グループを問いません。

《申し込み》

平成13年11月2日までに

産業課まで出品者名・作品

名を申し出てください。

《賞》
各部門最優秀賞 5万円

各部門優秀賞 3万円
各部門から審査員特別賞

1万円 (5点）
参加賞も用意しております。

《申し込み•お問い合わせ先》
肱川町役場産業課

徳本まで ff34-2311 

10月1日は、

事業所・企業

統計調査。

10月1日、全国一斉に

事業所・企業統計調査が行われます。

我が国すべての事業所が対象です。

ご協力をお願いします。

:季
も
企

校

．も
所

学
且
業

ニ
事

e
 

・潤'『i.
平成13年10月1日（月）

9月下旬から調査員がお伺いします。

（問い合わせ先）肱川町役場創造課

fl34-2311 
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恒
例
の
鹿
野
川
夏
ま
つ
リ
が
8
月
7

日
、
鹿
野
川
商
店
街
を
中
心
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

歩
行
者
天
国
と
な
っ
た
鹿
野
川
商
店

街
で
は
、
子
ど
も
達
に
人
気
の
金
魚
す

く
い
や
射
的
、
た
こ
焼
、
そ
う
め
ん
流

し
、
か
き
氷
な
ど
の
出
店
が
並
び
、
浴

衣
姿
の
家
族
連
れ
や
帰
省
客
、
町
内
外

か
ら
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

午
後
5
時
か
ら
は
、
く
じ
付
き
も
ち

ま
き
、
文
化
協
会
芸
能
発
表
と
続
き
、

盆
踊
リ
で
は
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
リ
ま

で
踊
リ
の
翰
に
加
わ
リ
ま
し
た
。
ま
つ

リ
の
最
後
を
飾
る
花
失
大
会
で
は
、
花

火
が
上
が
る
度
に
轟
音
と
歓
声
が
夜
空

に
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

納涼

11 
汽に—--

盆踊りの輪

⑬
 

七夕賞を受賞した愛 V女性塾の笹飾り

幽 召｝登紅玄窪国

8
月
12
日
、
旧
岩
谷
小
学
校

校
庭
で
夜
神
楽
（
山
鳥
坂
鎮
縄

神
楽
）
の
公
演
が
行
わ
れ
ま
し

こ。t
 

合
年
で

4
⑰
目
と
な
る
夜
神

楽
に
は
、
お
盆
の
帰
省
客
や
町

内
外
か
ら

3
0
0
人
を
超
え
る

観
客
が
訪
れ
、
厳
粛
な
な
か
に

も
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
神
楽
の

舞
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

イ
チ
ョ
ウ
の
巨
木
の
下
に
特

設
さ
れ
た
舞
台
の
脇
で
は
か
が

リ
火
が
た
か
れ
、
頭
上
か
ら
巨

大
な
龍
が
真
赤
な
眠
を
点
滅
さ

せ
な
が
ら
下
リ
て
く
る
な
か
、

観
客
は
優
美
で
勇
壮
な
舞
い
に

見
と
れ
、
普
段
は
静
か
な
岩
谷

の
里
も
軽
快
な
太
鼓
の
音
と
と

も
に
人
々
の
歓
声
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

神楽に見入る人々 眼光鋭い龍、出現
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風の博物館映画情報

山の郵便配達（中国映画）

東京で今年最も言皐判になった映画。
郵便配達の仕事を引継ぐ父と息子の2
泊3日の旅。 1999年中国金鶏賞（ア
カデミー賞）受賞作。愛媛県特定郵便
局中菌連絡会と風博の共催。

●上映日

平成13年10月14日 （日）

●上映時間 (4回上映）

10時、 14時、 16時30分、19B寺

●会 場

風の博物館

ス
ト
ー
リ
ー

●前売料金

小 ・中 ・高校生 800円

（当日 1,000円）

1,200円

1,500円）

一般

（当日

「
公
務
員
だ
か
ら
カ
タ
イ
」

と
い
う
漠
然
と
し
た
理
由

で
、
父
親
の
後
を
継
ぎ
郵
便

配
達
貝
に
な
っ
た
一
人
息
子
。

そ
の
初
日
、
心
配
な
父
は
息

子
に
同
行

2
泊

3
日
の
配
達

の
旅
に
出
る
。
留
守
が
ち
も

あ
リ
、
父
と
シ
ッ
ク
リ
し
な

か
っ
た
息
子
は
旅
先
で
父
が

信
頼
さ
れ
て
い
た
事
実
を
知

リ
心
を
胴
く。

そ
し
て
郵
便

配
達
と
い
う
仕
事
に
意
義
を

見
い
出
し
て
い
く
。

「
次
男

坊
」
と
名
付
け
ら
れ
た
犬
が

最
優
秀
演
技
賞
も
の
。
犬
が

大
好
き
な
人
に
は
こ
た
え
ら

れ
な
い
。

●前売券取扱所

バラエティショップ岩田

肱川郵便局 （担当 ：谷本孝治局昌）

風の博物館

上
映
日
に

1
日
限
定
の

「
山
の
郵
便
局
」
を
特
設
し

ま
す
。
消
印
も
郵
政
局
承
認

の
本
物
で
す
。
こ
こ
か
ら
葉

書
や
手
紙
を
出
し
ま
せ
ん
か
。

ま
た
郵
便
局

（担
当

」
肱

川
郵
便
局

・
谷
本
孝
治
局

員
）
に
よ
る
、
風
乗
リ
コ
ン

サ
ー
ト
、
テ
ニ
ス
大
会
、
食

べ
物
コ
ー
ナ
ー
、
お
土
産
コ

ー
ナ
ー
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
別
紙
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

特
別
イ
ベ
ン
ト

宅地分譲のお知らせ！ （財）肱川町住宅協会

肱川町住宅協会では、次のように宅地を分譲します。

【分譲の場所及び区画数】 ・区画番号で受け付けをし、第3希望まで受

⑦肱川町大字予子林1300番池付近 （市の鮭）10区画 け付けます。

②肱川町大字山鳥坂448-7番地 （犬返リ） 1区画 ・その他 、詳細は住宅協会までお閤い合わ

【価格等】 せください。

①予子林団地坪26,000円 (1区画約90坪） 【お申込受付】

②犬返リ団地坪55,000円 （約113坪） •平成 13年9月 25 日 （失） から 1 1月30日（金）

【応募条件】 までです。

・ 20歳以上 (19歳未満でも既婚者可）の若 ・受付時間は8B寺30分から 1ワB寺までです。

い世帯を優先します。 ただし、土・日・祝日を除きます。

・3年以内に住居を建築し、住民として定住 【お申込•お問い合わせ先】
すること。 ・所定の甲し込み用紙によリお申し込みください。

・集落の一昌として 、地域のお付き合いを ・肱） 1IEBJ住宅協会 （役場基盤課内）
すること。 ff0893-34-2311 （代）

• 原則として 、 建築後 10年以内での転売を 【決定】

禁止します。 •お甲し込み多数の場合は、抽選で決定します。
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わが家のアイド,~

ぼ
く
は
、
車
と
仕
事

が
大
好
き
で
す
。
毎
日

ト
ラ
ク
タ
ー
や
軽
ト
ラ

に
乗
リ
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
仕
事
を
手
伝
っ
た

リ
、
近
所
の
お
ば
ち
ゃ

ん
家
に
行
き
、
お
話
す

る
の
が
日
課
で
す
。

と
に
か
く
一
元
気
い
っ

ぱ
い
1
1
~

よ
ろ
し
く
1
1~

祐
也
さ
ん

江
理
さ
ん

母父
益
々
お
て
ん
ば
娘
に

な
る
陽
香
。
で
も
、
よ

く
お
手
伝
い
し
、
弟
の

世
話
を
し
て
く
れ
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
一
元
気
で

甲
る
＜
、
太
陽
の
よ
う

に
、
み
ん
な
に
必
要
と

さ
れ
る
人
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

陽
一
さ
ん

晃
子
さ
ん

一
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．．
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け
い
き

圭
記
ち
ゃ
ん

（
広
常
）

平
成
10年
12
月
19
日
生

お
き
の

沖
野

は
る
か

陽
香
ち
ゃ
ん

（
共
栄
）

平
成
10年
12
月
23
日
生

泉t
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8
月
3
日
、
中
野
小
学
校

で
、
親
子
生
活
習
慣
病
予
防

敦
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

子
供
の
特
か
ら
正
し
い
生

活
習
慣
を
身
に
つ
け
て
も
ら

う
目
的
で
、
敦
育
委
員
会

・

大
洲
保
健
所
・
保
健
セ
ン
タ

ー
が
合
同
で
年
一
匝
実
施
し

て
い
る
学
習
会
で
す
。
今
年

は、

4
歳
か
ら
中
学
校
1
年

生
ま
で
の
親
子
が
12
組
集
ま

リ
ま
し
た
。

親
子
生
活
習
慣
病

予
防
教
室
開
催

最
初
に
大
洲
保
健
所
の
大

亀
保
健
婦
さ
ん
か
ら
「
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
」
の

話
が
あ
リ
ま
し
た
。

つ
い
つ
い
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
は
悪
者
に
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
が
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

は
私
た
ち
の
身
体
に
欠
か
せ

な
い
大
切
な
栄
養
素
の
―
つ

で
あ
る
脂
質

（あ
ぶ
ら
）
の

仲
間
で
す
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
量
が

多
く
な
る
と
動
脈
硬
化
に
な

リ
や
す
く
、
ま
た
少
な
く
な

る
と
血
管
が
も
ろ
く
な
リ
、

脳
出
血
を
起
こ
し
や
す
く
な

リ
ま
す
の
で
適
量
は
必
要
で

す
。

「
夏
休
み
中
は
お
母
さ
ん

の
作
っ
て
く
れ
た
ご
飯
を
き

ち
ん
と
食
べ
よ
う
。
好
き
嫌

い
な
く
食
べ
よ
う
。
運
動
を

し
っ
か
リ
し
よ
う
。
」
と
子

供
た
ち
と
約
束
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
ニ
宮
栄
養
士
さ
ん
の

指
導
に
よ
リ
6
班
に
分
か
れ

て
5000
の
調
理
実
習
を
行
い

ま
し
た
。
コ
レ
ス
テ
ロ
—
ル

の
少
な
い
食
事
の
作
リ
方

・

食
べ
方
を
学
習
し
ま
し
た
。

-ゴ¢嗜一

上手に混ぜてね！

子
供
た
ち
は
慣
れ
な
い
手

つ
き
で
、
カ
ボ
チ
ャ
を
切
っ

た
り
、
鶏
肉
を
切
っ
た
リ
、

楽
し
く
調
理
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

大
人
と
子
供
が
一
緒
に
食

べ
る
事
が
で
き
、
楽
し
い
試

食
会
に
な
リ
ま
し
た
。

家
庭
で
は
残
し
て
し
ま
う

食
物
も
、
皆
と
一
緒
に
食
べ

る
事
が
で
き
た
の
で
、
お
い

し
く
残
さ
ず
食
べ
る
事
が
で

き
た
よ
う
で
す
。

保
護
者
の
方
も
、
自
分
た

ち
の
生
活
習
慣
を
振
リ
返
る

好
機
に
な
リ
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
の
ご
協
力
の
お
陰
で
、

謁
理
実
習
を
ス
ム
ー
ズ
に
す

る
事
が
で
き
ま
し
た
。
ど
う

も
あ
リ
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

こ。t
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観音堂での念仏

観音堂での巡礼

森
の
観
音
堂
で
は
、
毎
年

8
月

24
日
に
念
仏
と
巡
礼
、

愛
宕
神
社
で
は
お
百
度
参
り

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

も
ま
ず
観
音
堂
に
集
ま
り
、
4
、

5
人
ず
つ

2
組
に
分
か
れ
て
、

1
組
は
念
仏
供
養
を
行
い
、

も
う

1
組
は
巡
礼
を
33
番
ま

で
唱
え
ま
す
。
現
在
は
巡
礼

を

1
日
で
済
ま
せ
ま
す
が
、

昔
は

8
月
の

1
カ
月
間
を
か

け
て
各
家
々
を
順
番
に
回
っ

て
行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

観
音
堂
は
ま
た
、
子
安
観

音
と
し
て
も
御
利
益
が
あ
り
、

安
産
を
祈
願
し
た
底
な
し
の

袋
が
た
く
さ
ん
供
え
ら
れ
て

残
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
全
員
で

10
分
ほ

ど
歩
い
て
登
っ
た
高
台
に
あ

る
愛
宕
神
社
（
愛
宕
様
）
に

向
か
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
榊
の

枝
を
持
ち
、
大
太
鼓
に
合
わ

せ
て
神
社
を
回
る
お
百
度
参

り
を
行
い
ま
し
た
。
愛
宕
神

社
は
鎮
火
・
火
伏
せ
の
神
で

あ
る
た
め
、
火
災
が
多
か
っ

た
こ
の
地
区
を
見
守
っ
て
も

ら
お
う
と
現
在
の
高
台
に
移

さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

人
々
が
忙
し
く
な
り
、

3

つ
の
行
事
を

1
日
で
行
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
古
く

か
ら
の
伝
統
行
事
を
地
区
全

体
で
大
事
に
守
り
続
け
て
い

ま
す
。

森

の

観

音

堂

受

宕

神

社

念
仏
・
巡
礼
•
お
百
度
参
り

オータムジャンポ宝くじ新発売
これまで秋にはなかったジャンボ宝くじが

発売されます。

発売期間

賞 金

9月27日（木） ～10月12日（金）

1 等 • 前後賞合わせて2億円

小額賞金も充実

秋の全国交通安全運動
(9月21~30日）

“ゆずりあう
交通マナー あなたから”

00
約

50

0

ー
（

蘇
生
の
チ
ャ
ン
ス

時間経過と生存率

＼ 
〈ドリンカーの救命曲線〉

呼吸が止ま ってから人工
呼吸を始めるまでの時間

と生命を救える確率

2 3 4 5 6 7 

呼吸停止からの時間

9 10 
（分）

み
な
さ
ん
、
身
近
で
発
生

し
た
傷
病
者
に
対
し
て
、
救

急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
必

要
な
応
急
手
当
が
で
き
ま
す

か
。
救
急
車
が
到
着
す
る
ま

で
の
「
空
白
の
時
間
」
に
適

切
な
応
急
手
当
を
行
う
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
傷
病
者
の
救

‘

命
や
症
状
の
悪
化
防
止
に
大

き
く
つ
な
が
リ
ま
す
。

ま
た
、
左
の
図
を
見
て
も

応
急
手
当
の
必
要
性
が
分
か

る
と
思
い
ま
す
。

大
洲
消
防
署
川
上
支
署

6
3
4
|
2
8
5
1
 

大
切
な
人
を
守
る
た
め

に
、
応
急
手
当
を
身
に
つ
け

ま
せ
ん
か
。
救
急
法
の
講
習

会
開
催
等
に
つ
い
て
、
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

救
急
車
の
正
し
い

利
用
に
つ
い
て

ニ

／

救
急
車

，．．． 

は
い
つ
で

，‘
‘
‘.

も
誰
で
も

万多

利
用
で
き

戸

心
る
（

~
)
 

ま
す
が
、

cし

の

¥
‘
.
 

台
数
に
は

J

限
リ
が
あ

丑
人

リ
ま
す
。

緊
急
性
の
な
い
病
気
や
け

が
で
救
急
車
を
利
用
さ
れ
る

と
、
重
症
患
者
な
ど
本
当
に

必
要
な
場
合
に
出
場
で
き
な

い
こ
と
が
あ
リ
ま
す
。

ひ
と
リ
で
も
多
く
の
命
を

救
う
た
め
に
、
救
急
車
の
正

し
い
利
用
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

応
急
手
当
を

身
に
つ
け
よ
う

乞

川上支署
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鹿嗚園テニスコート使用料 厄？足号

8月1日から下記のように料金が改定されました。
（消費税別）

昼 間 夜 間

9 : 00-18: 00 18 : 00-22 : 00 

1面 1時間 1面 4時間 1面 l時間

600円 2,200円 1,000円

400円 1,400円 800円

年会費 10,000円／人 400円

＊夜間料金については、照明料金400円が加算してあります。

＊会員については、空きコートがある場合に限ります。（電話予約必要）

肱川テニスクラブの会員も募集しております。

テニスコート横に休憩所もできましたので、ゆっくり休み

ながらのテニスも楽しめます。

これからの季節、テニスで爽やかな汗を流してみませんか。

お問い合わせ先 鹿鳴園 ff34-2333 
受付時間 9 : 00~17 : 00（年中無休）

高齢者・防害のある人の
12時間電話柑談

相談内容

高齢者の扶養、介護、独居、社会参加等高齢者の人権

問題及び障害のある人の扶養、介護、社会参加等障害

のある人の人権問題に関するあらゆる相談

（無料・秘密厳守）

日時

平成13年10月1日（月）午前 9時～午後 9時

電話番号

フリーダイヤル 0120-025-550 

相談担当者

人権擁護委員（弁護士資格のある者も含む）

法務局職員

主催

松山地方法務局 愛媛県人権擁護委員連合会

大専な契約や逍けなどは
公j£証胄に

10月1~7日は「公証週間」です。

公証役場をご存知ですか。公証役場で

は、当事者の依頼により、金銭の貸借、

不動産の売買・賃貸、損害賠償や慰謝料

の支払いなど各種の契約書（公正証書）

を作成しています。公正証書には、判決

書と同様に、差押えや取立ての効力があ

ります。

公証役場では、いつでも公正証書に関

しての法律相談を行っており、相談は無

料です。

0問い合わせ先

八幡浜公証役場

〒796-8002 八幡浜市広瀬1-7-6
合 0894-22-2070

2001. 9 110 



国立波方海上技術短期大学校

学生募集
国立波方海上技術短期大学校（旧名称 国立波方

海員学校）は内航船舶の船舶職員（船長・航海士・
機関長・機関士）の養成を目的とした学校です。

〇修業年限
〇募集人員

〇入学資格

0選抜方法

〇出願期間

2年
専修科約80名
高等学校卒業又は同等資格以上の者
（平成14年 3月高等学校卒業見込み

の者を含む）
(1)推薦による入学者選抜

（書類審査、小論文、面接）
(2)一般入試による入学者選抜

（国語 I、数学 I、英語 I、面接）
推薦 10月 1日～10月31日
一般入試（前期） 10月1日～11月16日
一般入試（後期） 12月10日

~14年 1月19日
0試験日 推薦 11月5日

一般入試（前期） 11月25日
一般入試（後期） 14年 1月25日

〇お問い合わせ先

国立波方海上技術短期大学校教務課
ft (0898) 41-9640（代）
ホームページアドレス

http:/ /wwwl.pasutel.co.jp/namikai/kaikou.htm 

障害者雇用継続助成金

のお知らせ

事業主に雇用された後に労働災害、交通事故等に
より身体障害者となった労働者（いわゆる中途障害
者）を継続して雇用するために必要な施設の設置、
職場復帰を促進するために職場適応措置等を実施 し
た事業主に対して費用を助成する制度です。

0中途障害者作業施設設置等助成金
第 1種
施設や設備の設置等に要する贅用の 2/3
限度額は、中途障害者 1人につき450万円

第 2種
施設や設備の賃借に要する費用の 2/3
限度額は、中途障害者 l人につき月額13万円 (3年間）

〇重度中途障害者職場適応助成金（短時間労働者の
重度身体障害者及び45歳以上の身体障害者を含
む）
中途障害者 1人につき、月額 3万円（短時間労働
者 2万円） 3年間

＊また、障害者を新規に雇い入れ、又は継続 して雇
用する場合にも各種の助成金制度が設けられてい
ます。詳しくは最寄りのハ ローワー クまたは（社）
愛媛県障害者雇用促進協会（ff089-931-7131)
にお問い合わせ ください。

11 I広報ひじかわ 222号

9月 3日（月）からサービス開始！

「郵便局窓口への登記薄謄本等

交付申請誇の備付けJ
が開始されました

●取扱対象局

肱川郵便局ほか集配特定郵便局と普通郵便局全局

●サービス内容などは？

①申請書用紙②管轄する登記所あて往信用封筒

（定形） ③申請者あて返信用封筒（定形外）を備

え付けています。

●今回対象となる登記簿謄本・抄本は？

「土地 ・建物」「会社・法人」に関するもの。

●申請に必要な印紙は？

手数料 l件10枚までは、 1,000円。 5枚増えるごと

に200円を加算します。

1件を超える場合、 1件当たりの金額を加算します。

就労希望女性のための
ワープロ技術講習会

............................................................... 
対 象 就業を希望する女性

（全日程を完全に受講できる方のみ）

科 目 ワープロ Word／能開検定 (3級）

日 時 11月 1日（木） ～12月21日（金）までの間

の21日間（火曜、木曜、金曜）

毎回 9時15分～15時15分まで

会 場 愛媛県歴史文化博物館

定員 18名
受講料 無料（教材費自己負担）

受付期間 10月10日（水） ～10月12日（金）

申込方法 電話、またはハガキ

お問い合わせ先

愛媛県女性職業センタ ー

（ff089-923-2201) 

えひめ ITフェア21

ぜひ、ご来場ください。

期間 平成13年10月13日（土） ～14日（日）

時間 10:00 ~ 17 : 00 
（ただし、 14日は16:00まで）

場 所 アイテムえひめ（松山市大可賀）

内 容 IT関連企業等の出展、えひめデジタル

コンテンッグランプリ 21の表彰、 ITセ
ミナーなど

入場料 無料

お問い合わせ先

えひめ産業振興財団 産業情報センター

ft089-960-1110 土・日・祝日休館
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木
材
市
場
紹
介

今
回
は
、
愛
媛
県
森
林
組

合
連
合
会
大
洲
木
材
市
売
場

の
木
材
取
扱
販
売
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
山
か
ら
伐
り
出
さ

れ
た
木
材
は
ト
ラ
ッ
ク
に
積

み
込
ま
れ

一
路
市
場
へ

。
出

荷
伝
票
と
交
換
に
出
荷
者
番

号
を
も
ら
っ
て
木
材
に
付
け

一
台
ご
と
に
荷
下
ろ
し
場
へ

下
ろ
し
て
い
き
ま
す
。

仕
分
け
に
つ
い
て
は

4
m

大
径
材

•

6
m

通
柱

・

2
m

材
•
松

・

雑
木
以
外
は
、
自

動
選
木
機
に
乗
せ
ら
れ
樹

種
・
径
級
・
直
・
曲
り
材
に

分
別
さ
れ
ま
す
。

仕
分
け
さ
れ
た
デ
ー
タ

森
林
組
合
だ
よ
り

は
、
自
動
選
木
機
操
作
室
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
入
力
さ
れ

ま
す
。

分
別
さ
れ
た
木
材
は
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
に
よ
り
棧
積
み

さ
れ
市
売
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

大
洲
木
材
市
売
場
の
年
間

取
扱
数
量
は
平
成

12
年
度
愛

媛
県
下

1
位
で

5
万

6
0
0

3m
。
そ
の
う
ち

8
割、

4

万

1
,
4
0
0
日
が
森
林
組

合
、

2
割

9
,
2
0
0
3m
が

個
人
林
家
に
よ
る
出
荷
で
す
。

樹
種
に
つ
い
て
は
、
3
割

杉、

6
割
桧
、

1
割
松
雑
と

い
う
内
容
で
、
市
売
日
は
、

毎
月
7
の
付
く

7
.
1
7
.
2
7

日
前
後
で
年
間

33
回
の
市
売

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
別
市
（
記
念
市
）
は
年

間
5
回
程
度
予
定
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
市
売
に
は

出
荷
量
も
多
く
特
選
木
で

1
,

0
0
0
種
く
ら
い
に
積
ま

れ
、
販
売
数
量
は

2
,
0
0

O
3m
以
上
の
大
市
に
な
り

ま
す
。

市
売
当
日
、
早
朝
買
い
手

の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
来
て

下
見
表
を
手
に
土
場
を
回
っ

て
目
当
て
の
丸
太
を
探
し
ま

す
。市

売
は
す
べ
て
入
札
方
式

で
行
い
、
入
札
書
に
は
買
い

方
コ
ー
ド
・
極
番
号
、

3m

単
価
が
記
入
さ
れ
極
積
さ
れ

た
土
場
で
行
わ
れ
落
札
率
も

98
％
と
高
い
で
す
。
ど
う
し

て
も
販
売
で
き
な
か
っ
た
材

は
次
回
以
降
の
市
に
ふ
た
た

び
か
け
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

買
い
手
の

9
割
が
製
材
業

者
。
大
洲
市
場
で
は

2
0
0

社
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
普
段
は

1
0
0
社
く
ら

い
の
方
が
市
売
に
来
ら
れ
て
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い
る
そ
う
で
す
。

入
札
に
参
加
す
る
に
は
入

札
保
証
金
と
し
て

5
万
円
納

入
す
れ
ば
ど
な
た
で
も
市
売

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。次

に
市
売
手
数
料
で
す

が
、
出
荷
者
（
荷
主
）
さ
ん

は
市
売
販
売
手
数
料
と
し
て

7
％
選
木
極
積
料

8
0
0

円
／
団

。
買
方
さ
ん
は
、
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
ト
ラ
ッ
ク

に
積
む
積
み
込
み
料

5
5
0

円
／
3m
支
払
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

゜
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山行苗木の注文及び
造林申込について

(1)注文書…部落長に配布依頼済み

(2)締切り…10月19日
ケヤキ、モミジ等も補助対象になります。

補助対象本数

樹 種 10 a(1反）当り

スギ・ヒノキ

その他針葉樹

クヌギ・ナラ・カシ類

キリ

その他広葉樹

※10 a以上

270本以上

400本ク

300本ク

40本ク

200本ク

田、畑に植林される場合は、地目の変更が必

要です。

伐採の届け出及び

伐採許可申講について

椎茸原木や造林等での伐採の時期が近づ

いてきました。森林法により伐採する時に

は、伐採の届け出や保安林では伐採許可の

申請が必要です。

(1)地目が山林の場合…

伐採する30日前までに伐採の届け出が必要

(2)保安林の場合…

伐採する前に伐採許可の申請をして許可

を受けてから伐採し、完了後は伐採済の届

け出が必要です。

申請のない場合は造林補助金の交付及び

下刈り補助の交付が受けられません。

森林組合へ連絡していただければ代理申

請いたします。

木を伐採する時には森林組合へ早めにお知

らせください。

13 I森林組合だより

チェンソー、枝打機、刈払機
無料点検の実施

今年もチェンソーの使用時期がやって参

ります。森林組合ではメーカーの御協力を

得て、チェンソー（スチール、ゼノア）、枝

打機、刈払機（ゼノア、カーツ）の点検修

理を実施いたします。（当日の点検代、修理

代は無料ですが、部品を交換したものにつ

いては部品代金のみいただきます。）

機械の点検を受けられ、安全な作業を行

っていただきます様お願いいたします。

◇日時 平成13年10月2日（火）

午前 9時～午後 3時

◇場所 森林組合椎茸倉庫

なお、当日機械だけを送られる方は、部

落、氏名、機械の調子を明記しておいて下

さし％

また、チェンソー、刈払機の特別セール

を行っていますので、ぜひ、お求め下さい。

（山に軽四が入ったら便利たな！）

込ヴヽ'--.Jいて

(1)事業名…県単林内作業車道開設事業

(2)事業対象…受益面積 2ha以上受益者 2戸

以上

(3)規格構造…幅員2.0mと2.5m道路の勾配は

25度以内

(4)事業費…事業の難易及び幅員により決

定する。

13年度の場合m当たり 900円

-1,500円（排水施設は別）

(5)補助率…事業費の75% （伐開は除く）

(6)申請方法…取りまとめは部落長に依頼済み
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英
語
劇
を
通
し
て
語
学
力
の
向
上
を

8
月
2
2
8
¥
2
5
8第
19
回
肱
川
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
開
催

『
幸
せ
な
家
族
』

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
参
加
者
た

ち
が
、
創
造
的
思
考
や
自
己
表
現

の
機
会
を
よ
り
多
く
持
て
る
よ
う

に
、
昨
年
か
ら
活
動
内
容
を
変
更

し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
を

4
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
わ
け
て
、
各
グ
ル
ー

プ
に
は
、
昨
年
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
経
験
者
が
少
な
く
と
も
一
人
は

入
る
よ
う
に
し
、
麗
沢
大
学
英
語

劇
グ
ル
ー
プ
（
千
葉
県
柏
市
）
の
メ

ン
バ
ー
が
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

4
日
間
で
、
各
グ
ル
ー
プ
は
、

総
合
テ
ー
マ
に
甚
づ
い
て
物
語
を

考
え
、
シ
ナ
リ
オ
を
作
製
し
短
い

劇
を
上
演
し
ま
し
た
。
最
近
、
家

族
問
題
に
つ
い
て
の
ニ
ュ
ー
ス
を

た
く
さ
ん
耳
に
し
ま
す
。
特
に
親

子
間
の
問
題
で
す
。
そ
こ
で
私
は
、

今
年
の
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
に
は
、

「
幸
せ
な
家
族
」
と
い
う
テ
ー
マ

を
選
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ど
ん

な
問
題
が
、
家
族
を
不
幸
に
し
ま

す
か
。
ど
う
し
た
ら
家
族
は
幸
福

に
な
れ
ま
す
か
。

今
年
の

4
つ
の
劇
ー
「
改
心
」
、

「
父
の
帰
郷
」
、
「
ど
っ
ち
が
い

い
？
」
、
「
妖
精
の
お
じ
い
さ
ん
」

を
通
し
て
、
次
の
よ
う
な
重
要
な

（
邦
訳

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
⑥
人
間
の

生
き
方
と
し
て
悪
か
ら
善
へ
と
人

は
心
を
入
れ
か
え
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
、
⑯
親
に
対
し
て
正
し
い

理
解
と
愛
情
を
も
つ
こ
と
、
い
物

質
的
な
豊
か
さ
で
な
く
親
切
な
心

が
、
人
々
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
を

自
覚
す
る
こ
と
、

畢
・
-―

④
利
己
的
な
態
度

．

は
、
家
族
を
決
し

ご

て
幸
せ
に
し
な
い

と
い
う
こ
と
を
学

a

、

び
ま
し
た
。

j
:

今
年
の
肱
川
中

学
校
の
生
徒
た
ち

は
、
特
に
積
極
的

、

會
”
『

＇`
 

で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

も

良

か

っ

た

で

す
。
私
は
、
今
回
の
活
動
が
肱
川

町
内
の
家
族
生
活
を
少
し
で
も
高

め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
希
望
し

て
い
ま
す
。
お
世
話
に
な
っ
た
皆

さ
ん
、
特
に
こ
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
に
尽
力
し

て
く
れ
た
麗
沢
大
学
の

5
人
の
メ

ン
バ
ー
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ギ
ャ
ビ
ン
バ
ン
ト
ッ
ク

2
0
0
1
年
9
月
記

バ
ン
ト
ッ
ク
京
子
）
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セ
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上
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悔違 間 は 番 まい時でけ家の暗の 。つのい音したゃに去にな話、
年日
ス子変

僕
は
、
夏
休
み
中
に
行
わ
れ
て

い
る
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
参
加
し

ま
し
た
。

参
加
す
る
前
は
、
サ
マ
ー
ス
ク

ー
ル
ヘ
の
参
加
に
つ
い
て
迷

っ
て

い
ま
し
た
。
結
局
、
答
え
が
ハ

ッ

キ
リ
し
な
い
ま
ま
参
加
す
る
こ
と

に
な
り
、
練
習
期
間
に
入
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
バ
ン
ト

ッ
ク
さ
ん

や
大
学
生
の
方
々
の
指
導
は
と
て

も
楽
し
く
、
来
て
よ
か
っ
た
な
と

思
い
ま
し
た
。

本
番
2
日
前
、
み
ん
な
に
台
本

が
配
ら
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
昔

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
舞
台
に
し
、

「
幸
せ
な
家
族
」
と
い
う
テ
ー
マ

で、

一
っ
の
家
族
を
モ
デ
ル
に
し
、

ど
ん
な
家
族
が
幸
せ
な
家
族
と
い

う
の
か
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。

本
番
当
日
、
僕
は
緊
張
し
な
が

ら
劇
を
し
ま
し
た
。
前
日
の
夜
に

た
く
さ
ん
練
習
し
た
た
め
か
、
あ

が
り
な
が
ら
も
セ
リ
フ
を
す
ら
す

ら
言
え
る
こ
と
が
で
き
、
無
事
に

劇
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
心
に
残
る
楽
し
い
夏
の
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。

みんなの前で堂々と
発表する生徒

楽
し
か
っ
たサ

マ
ー
ス
ク
ー
ル

肱
川
中

3
年

上

田

侑

弘

＿
 

i

体
協
だ
よ
り

一
i

第

41
皿
空
手
道
糸
東
会

l
 

i

全
国
選
手
権
大
会

＿
 

一
み
ん
な
の
銅
メ
ダ
ル

l
 

山

口

航

（

大

和

）

＿
 

一
i

「
第

3
位
、

1
4
7
番、

一
山
口
選
手
。
」

．
と
呼
ば
れ
た
時
、
嬉
し
い
思

一一
i

い
と
、
ち
ょ
っ
び
リ
海
し
い

一
思
い
が
あ
リ
ま
し
た
。
去
年

i

の
こ
の
大
会
で
の
悔
し
さ
を

i

バ
ネ
に
し
て
、
一
年
間
練
習

l

し
て
き
ま
し
た
。
清
水
先
生

i

や
、
先
輩
方
が
熱
心
に
指
導

i

し
て
下
さ
リ
、
道
場
の
皆
が

一
応
援
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で

＿
 

i

す
。
ど
う
も
あ
リ
が
と
う
ご

一
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

；

を
極
め
て
強
い
自
分
を
作

i

つ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＿
 

一一＿
 

＿
 

＿
 

＿
 

＿
 

＿
 

一＿
 

一

山口くんの入賞を共に喜ぶ

空手道場の仲間たち
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＊愛媛県出身 昭和11年生まれ
物心ついた頃より、人類の平等
を考えるようになる。
さまざまな問題は、一人一人の
心によって引き起こされるとの

思いから心の研究を重ね、原因
と結果は「生活の中に答えかあ
る事」を発見。

＊思いを積みあげ、 21歳で上京。
小田原にて神奈川県知事委託の
もと、地方から働きに来ている
若者のために「慟く青少年の家」
として自宅を開放。

＊昭和55年より、心の奥の研究結

フロ 内川 贋家
フ 育力

ィ
ゥ

l 玲；
ル

ラ
I 

果、「体の中に人生の答えがある
事」を発見。
家庭教育カウンセラーとして講
演活動に入る。
（主に日本全国の教育委員会、
PTA等、あらゆる方面）

＊内田玲子著書10冊のうち 5冊が
英訳され、全世界179カ国の大
統領、文部大臣様等のトップに
読まれている。母国語に翻訳は、
すでに数十力国に及ぶ。

＊平成12年度から内田玲子著「21
世紀への旅立ち」が中学 2年生
用道徳副読本に使われています。

■日
時

¥

I

 

11
月
6
日
火
／

ー

＼

13
時

30
分
ー
16
時

15
分

■場
所

肱
川
町
立
肱
川
中
学
校

■内
容

私
の
主
張
（
代
表
者
）
、
講

演
他

■お
問
い
合
わ
せ
先

肱
川
町
公
民
館

熱
き
風
心
を
開
く

人
権
集
会
の
一
ニ
案
内

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■講
師

家
庭
教
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

内

田

玲

子

先

生

平
成

13
年

7
月
か
ら
毎
月
第

4
水
曜
日
の
愛
媛
新
聞
に

「
心
の
道
し
る
べ
」
を
掲
載
中

コート 5面を使って試合もスムーズ（鹿鳴園）

9
月

2
日
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
祭

2
0
0
1
喜
多
郡
大
会
が
、
郡
内
の
各
会
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
大
会
は
、

9
月

30
日
（
に
予
定

さ
れ
て
い
る
八
幡
浜
管
内
大
会
の
予
選
を
兼
ね
て
お

り
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
会
場
と
な
っ
た
鹿
鳴
園
に
は
、

郡
内
か
ら
大
勢
の
選
手
が
集
ま
り
、
熱
戦
が
く
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
大
会
の
結
果
、
長
浜
町
で
行
わ
れ

た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

I
I

部
（
主
将
~
冨
永
重
美
）

が
準
優
勝
し
、
管
内
大
会
の
出
場
稲
を
獲
得
し
ま
し

た
。
選
手
の
皆
さ
ん
の
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

昭
和
、
平
成
と
こ
の
世

に
生
ま
れ
て

52
年
に
な

る
。
私
は、

5
人
兄
弟
の

長
男
に
生
ま
れ
た
。
家
は

農
業
で
、
冬
は
主
に
炭
焼

き
を
し
て
い
た
。
学
校
か

ら
帰
る
と
、
今
日
は
ど
こ

そ
こ
の
山
に
行
っ
て
る
、

お
い
こ
を
か
ろ
う
て
山
に

来
い
と
書
き
お
き
が
し
て
あ
り
、
い

や
い
や
行
き
、
夕
暮
れ
に
炭
木
を
か

ろ
い
帰
っ
た
思
い
出
が
あ
る
。
そ
の

当
時
は
、
友
達
と
遊
ぶ
時
間
も
な
く
、

学
校
が
休
み
の
時
は
、
雨
の
日
も
、

雪
の
日
も
、
親
に
つ
い
て
山
に
行
き

炭
木
か
ろ
い
を
し
た
も
の
だ
。
そ
の

こ
ろ
は
、
何
で
こ
ん
な
に
難
儀
を
せ

ん
と
い
け
ん
の
ぞ
と
思
っ
た
。

今
思
え
ば
、
あ
の
時
の
苦
労
が
有

る
か
ら
こ
そ
、
今
で
は
何
を
し
て
も

苦
労
と
思
わ
な
い
。
今
の
時
代
毎
日

の
よ
う
に
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
、
新
聞

等
で
、
金
を
取
っ
た
、
人
を
殺
し
た

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
た
え
な
い
と
思

う
。
今
の
子
供
達
は
勉
強
、
ゲ
ー
ム
、

テ
レ
ビ
等
と
あ
ま
り
に
も
自
由
で
あ

る
と
思
う
。
家
庭
、
教
育
、
親
子
、

子
供
は
親
の
姿
を
見
て
育
つ
と
言
わ

れ
ま
す
。
子
供
は
親
が
何
ご
と
も
小

さ
い
時
か
ら
言
っ
て
、
教
え
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
健
康
で

明
る
い
家
庭
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

疇りファインダー
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予
子
林
小
校
長
横
田

治

み
ん
な
の
幸
せ
を
願
っ

人
々
は
、
み
ん
な
幸
せ
を

願
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
現
実
に
は
、
不
当
な

差
別
や
偏
見
を
受
け
苦
し
ん

で
い
る
人
々
が
多
く
い
ま
す
。

だ
れ
で
も
同
じ
人
間
と
し
て

生
ま
れ
た
以
上
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
情
に
か
か
わ
ら
ず
、
人

格
を
認
め
ら
れ
た
人
間
と
し

て
生
き
た
い
と
顆
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
民
主
主
義
の

現
代
社
会
に
お
い
て
も
、
今

な
お
湿
存
さ
れ
て
い
る
因
習

的
ひ
ず
み
が
社
会
に
根
強
く

残
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

結
婚
周
題
、
就
職
差
別
、
身

体
障
害
者
へ
の
差
別
な
ど
が

そ
れ
で
あ
リ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
固
題
は
、
自
分
自
身
で
は

ど
う
す
る
事
も
出
来
な
い
事

で
す
。
人
は
一
元
来
、
社
会
の

醜
い
面
、
特
に
自
分
自
身
に

直
接
関
係
の
無
い
事
に
は
、

な
る
べ
く
か
か
わ
ら
な
い
よ

う
背
を
向
け
る
傾
向
が
強
い

よ
う
で
す
。
こ
の
閤
題
を
他

人
事
と
思
わ
な
い
で
、
も
う

少
し
深
く
考
え
て
み
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
信
頼
と
連
帯
で
結
ぶ

人
間
関
係
を
深
め
、
お
互
い

に
人
間
と
し
て
尊
重
し
合
う

事
が
自
分
の
人
権
確
立
に
直

接
結
び
つ
く
事
を
自
覚
し
て

欲
し
い
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、

人
陶
関
係
の
基
本
と
な
る
家

庭
づ
く
リ
や
仲
間
づ
く
リ
、

集
団
づ
く
リ
が
重
要
で
す
。

相
手
の
立
場
に
立
っ
て
物
事

を
考
え
、
人
権
を
尊
重
し
、

人
を
思
い
や
る
心
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
差
別
を
し
な

い
、
差
別
に
負
け
な
い
、
差

別
を
許
さ
な
い
社
会
が
、
一

日
で
も
早
く
訪
れ
る
事
を
願

っ
て
お
リ
ま
す
。

よ
く
子
供
は
、
大
人
の
鏡

だ
と
言
わ
れ
ま
す
。
大
人
社

会
が
曇
っ
て
い
れ
ば
子
供
た

ち
の
心
も
曇
リ
ま
す
。
純
粋

な
子
供
た
ち
の
心
が
、
い
つ

ま
で
も
唄
る
＜
清
ら
か
な
心

で
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
私
た

ち
大
人
も
子
供
た
ち
の
お
手

本
に
な
る
よ
う
な
行
動
を
し

た
い
も
の
で
す
。
一
人
一
人

の
力
は
弱
く
て
も
、
多
く
の

人
た
ち
が
変
わ
れ
ば
き
っ
と

地
域
が
変
わ
リ
、
社
会
全
体

も
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

う
す
れ
ば
、
み
ん
な
が
住
み

良
い
心
豊
か
な
社
会
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

次
の
世
代
の
子
供
た
ち
が
、

安
心
し
て
心
豊
か
で
幸
せ
な

生
活
が
送
れ
る
よ
う
な
未
来

を
、
子
供
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
た
い
も
の
で
す
。 て

去
る
8
月
14
日、

2
4
0

名
の
ご
来
場
者
の
も
と
、
予

大
谷
公
民
館
の
盆
踊
り
大

会
は
、

8
月
14
日
に
行
わ
れ
、

帰
省
客
を
含
む
多
数
の
住
民

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

子
供
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
始

ま
り
児
童
の
熱
演
に
続
き
、

肱
川
風
神
太
鼓
の
勇
壮
な
太

鼓
の
響
き
と
と
も
に
暑
さ
を

吹
き
飛
ば
し
、
さ
わ
や
か
な

バ
チ
裁
き
で
約
3
0
0
人
の

観
衆
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

盆
踊
り
に
は
、
園
児
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
数
多
く
の
人

が
参
加
を
し
て
、
特
設
の
や

ぐ
ら
を
囲
み
「
肱
川
音
頭
」
を

は
じ
め
新
曲
を
次
々
に
披
露

を
し
て
う
ち
わ
の
輪
が
広
が

っ
て
い
き
ま
し
た
。

夜
店
も
出
し
て
、
ビ
ー
ル
、

カ
キ
氷
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
等

の
販
売
も
好
評
で
、
特
に
焼

き
イ
カ
、
焼
き
鳥
、
等
は
大
好

評
で
ス
タ
ッ
フ
は
汗
だ
く
の

奮
闘
で
し
た
。

最
後
に
、
町
長
さ
ん
を
は

じ
め
地
区
有
志
の
皆
さ
ん
で

う
ち
わ
の
番
号
に
よ
る
抽
選

会
を
行
い
次
々
に
豪
華
賞
品

を
引
き
当
て
て
会
場
は
最
後

ま
で
暑
さ
を
忘
れ
、
熱
気
に

あ
ふ
れ
て
大
盛
会
で
し
た
。

（大
谷
分
館
長

小
中

正
信
）

子
林
分
館
恒
例
の
盆
踊
り
大

会
を
開
催
致
し
ま
し
た

。
地

域
の
方
々
に
生
産
し
て
い
た

だ
い
た
巨
大
カ
ボ
チ
ャ
重
量

当
て
ク
イ
ズ
を
は
じ
め
、

V

じ
付
き
餅
ま
き
や
、
ビ
ア
ガ

ー
デ
ン
、
か
き
氷
等
も
併
せ

て
実
施
し
、
短
時
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
故
郷
に
帰
省

さ
れ
た
方
々
に
も
、
楽
し
い

一
時
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
何
を
す
る
に
し
て

も
「
マ
ン
ネ
リ
化
」
と
い
う

問
題
が
出
て
き
が
ち
で
す
が
、

新
し
い
企
画
も
考
え
る
一
方

で
、
地
域
の
伝
統
も
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
な
お

当
日
は
、
ご
寄
付
を
い
た
だ

い
た
地
域
の
方
々
を
は
じ
め
、

朝
か
ら
笹
飾
り
を
手
伝
っ
て

く
れ
た
子
供
た
ち
、
そ
し
て

丸

一
日
ご
苦
労
を
お
か
け
し

た
分
館
役
員
の
皆
さ
ん
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
予
子
林
分
館
部
落
主
事

浜
田
律
朗
）

正
山
風
の
ま
つ
り
を

8
月

15
日
に
正
山
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
い
ま
し
た
。
風
の

会
、
青
年
団
、
分
館
役
員
が

協
力
し
午
前
中
に
完
了
。
昼

食
を
す
ま
せ
、
ホ
ッ
と

一
息

各

分

館

だ

よ

り

大
谷
・
予

f
林
・
正
山
分
館
ー
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正山風のまつり

つ
い
た
頃
か
ら
雨
に
な
り
、

に
わ
か
雨
だ
ろ
う
と
安
易
に

考
え
て
い
た
と
こ
ろ
が
グ
ラ

ウ
ン
ド
は
池
の
よ
う
に
な
り
、

排
水
を
し
た
り
放
送
機
材
に

テ
ン
ト
を
か
け
た
り
と
て
ん

や
わ
ん
や
で
し
た

。
上
が
り

そ
う
も
な
い
雨
に
み
ん
な
の

顔
も
青
ざ
め
…

。
そ
の
上
、

雷
雨
と
な
り
停
電
、
正
山
分

館
恒
例
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
点
灯
が
で
き
る
か
ど
う
か

大
変
心
配
し
ま
し
た
が
、

4

時
30
分
頃
に
は
雨
も
上
が
り
、

み
ん
な
の
顔
に
笑
顔
が
も
ど

り
ま
し
た
。
日
が
暮
れ
る
と

と
も
に
人
々
が
集
ま
り
始
め
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
、

カ
ラ
オ
ケ
、
バ
ン
ド
演
奏
、

盆
踊
り
と
予
定
ど
お
り
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
町
長

様
を
始
め
地
域
の
皆
様
に
は

踊
り
に
参
加
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
正
山
分
館
長
吉
田
博
和
）
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0
秋
の
青
年
団

活
動
予
定
に
つ
い
て

0
正
山
風
のま

つ
り
に
つ
い
て

0
ク
マ
タ
カ
調
査
に
つ
い
て

今
月
の
メ
ニ
ュ
ー

青年団だより

A らu k A 
風をおこして～

8
月

□日
に
猛
禽
類
調
査

が
あ
リ
ま
し
た
。

猛
禽
類
調
査
と
い
っ
て
も

か
ん
た
ん
に
い
え
ば
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で
、
目
的
は

ク
マ
タ
カ
の
調
査
で
し
た
。

今
回
の
謁
査
で
は
見
つ
か

リ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
山
道

を
約

2
特
固
歩
き

18
種
類
の

鳥
を
発
見
で
き
ま
し
た
。

け
い
そ
う

今
話
題
に
な
っ
て
い
る
ク

マ
タ
カ
が
見
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
期

待
半
分
、
不
安
半
分
で
バ
ー

ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
山

鳥
坂
ダ
ム
事
務
所
の
方
々
に

親
切
に
敦
え
て
い
た
だ
き
、

楽
し
み
な
が
ら
、
色
々
な
鳥

を
観
察
す
る
事
が
出
来
ま
し

た
。

と

も

か

ず

ひ
か
る

あれ

8
月

15
日
に
正
山
風
の
ま

つ
リ
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

こ。t
 

正
山
の
青
年
団
は
、
ビ
ー

ル
、
か
き
氷
、
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
、
焼
鳥
な
ど
の
店
を
出

し
て
い
ま
し
た
。
ど
れ
も
よ

く
売
れ
て
い
き

3
時
間
後
に

は
完
売
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
恒
例
の
風
の
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
、
風
の

ォ
ン
ス
ー
テ
ー
ジ
な
ど
も
あ

リ
大
盛
リ
上
が
リ
の

1
日
と

な
リ
ま
し
た
。

合
月
の

A
S
U
K
A
は
い

か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

今
月
は
、
こ
れ
と
い
っ
て

青
年
団
活
動
の
話
題
が
な
く

広
報
郁
員
一
同
ネ
タ
不
足
に

悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。
読
者
の

み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
今
後
も
が
ん
ば
っ

て
い
き
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
。

そ
れ
で
は
、
来
月
号
で
お

会
い
し
ま
し
ょ
う
。

あ～ いたいた 1

平
成
13
年
も
早
い
も
の
で

半
年
が
す
ぎ
よ
う
と
し
、
少

し
ず
つ
涼
し
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
の
こ
リ
の
半
年
間
も

イ
ベ
ン
ト
が
多
く
あ
る
の
で
、

青
年
団
一
同
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
お
も
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
秋
の
青
年
団

活
動
予
定
で
す
が
、

10
月
は

町
民
運
動
会
、

1
月
は
ふ
れ

あ
い
ま
つ
リ
が
あ
リ
ま
す
。

こ
の
秋
も
青
年
団
は
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

秋の青年団活動

*10月8日
町民運動会

*11月18日
ふれあいまつリ
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平成12年度共同募金受入状況

共同募金

種 別 ノ豆＼ 額

戸 別 募 ヘ孟 482,550円

仕／土J― 頭 募 ヘ孟 23,283円

学 校 募 ノ豆 58,686円

職域団体募 金 194,720円

大 口 募 ヘ豆 50,000円

そ の 他 165円

合 計 809,404円

歳末たすけあい募金

種 別 へ豆 額

戸 別 募 ノ歪＼ 510,970円

そ の 他 22,032円

合 計 533,002円

共
同
募
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
毎
年
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
リ
あ
リ
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
10
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
赤
い
羽
根
募
金
運
動

が
行
わ
れ
ま
す
。
部
落
長
さ
ん
を
遅
じ
戸
別
募
金
の
募
集
を
行

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ー
肱
川
町
共
同
募
金
委
員
会
ー

赤い羽根経金
運動期間10月1日ー12月31日

② 

よ；
暢

肱川町社会福祉協議31会2 
匹 (0893)34-2 

＂

 

「
共
同
募
金
運
動
」
は
、

わ
が
国
の
伝
統
と
し
て
社
会

に
根
づ
き
、
こ
の
運
動
の
創

設
の
と
き
か
ら
碁
本
と
し
て

き
た
人
々
の
相
互
の
た
す
け

あ
い
の
精
神
に
支
え
ら
れ
、

半
世
紀
を
迎
え
ま
し
た
。

今
日
急
速
な
少
子
・
高
齢

化
が
進
行
す
る
な
か
で
、

人
々
の
社
会
福
祉
に
対
す
る

意
識
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
社
会
の
変
化
が
激
し

い
時
代
に
あ
っ
て
、
多
く
の

人
々
が
単
に
公
的
な
福
祉
制

度
の
充
実
を
求
め
る
だ
け
で

な
く
、
住
民
自
ら
が
主
体
的

に
多
様
な
社
会
福
祉
の
課
題

ら

サ忍
ヘ

「
赤
い
羽
根
募
金
」
は
、

「
共
同
募
金
」
の
愛
称
で
す
。

意
識
調
査
で
は
、
「
共
同

募
金
」
と
「
赤
い
羽
根
募
金
」

が
同
じ
募
金
で
あ
る
こ
と
を

「
知
っ
て
い
た
」
人
は
、

10

人
の
う
ち

8
人
で
し
た
。

_2

共
同
募
金
の
シ
ン
ボ
ル

ー

「
赤
い
羽
根
」
は
、
運
動

が
始
ま
っ
た
頃
は
、
寄
付
を

し
た
こ
と
を
表
す
印
と
し
て

使
わ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
で

は
「
共
同
募
金
」
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、
幅
広
く
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

共
同
募
金
は
、

赤
い
羽
根
募
金

に
果
敢
に
取
り
組
む
試
み
が

ふ
え
、
民
間
社
会
福
祉
活
動

が
新
た
な
発
展
の
時
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
「
共

同
募
金
」
は
、
多
様
な
活
動

を
財
政
面
か
ら
支
援
す
る
役

割
を
果
た
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

期
間
中
に
集
め
ら
れ
た
募

金
は
、
い
っ
た
ん
「
愛
媛
県

共
同
募
金
会
」
に
す
べ
て
集

め
ら
れ
、
配
分
委
員
会
で
決

め
ら
れ
た
金
額
が
配
分
さ
れ

ま
す
。

肱
川
町
社
協
に
は
、
平
成

12
年
度
、

9
5
9
,
9
9
9

円
の
配
分
が
あ
り
、
独
居
高

齢
者
へ
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
、

ま
ご
こ
ろ
郵
パ
ッ
ク
な
ど
に

使
用
し
ま
し
た
。

5

共
同
募
金
は
何
に

使
わ
れ
る
の
か
？

毎
年
一
回
、
全
国
一
斉
に

募
金
を
行
う
た
め
、
厚
生
労

働
大
臣
の
告
示
に
よ
っ
て
、

募
金
期
間
が
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

10
月
か
ら
12
月
ま
で
は
一

般
募
金
を
、

12
月
中
は
歳
末

た
す
け
あ
い
募
金
も
あ
わ
せ

て
行
い
ま
す
。

4

共
同
募
金
は
、

10
月
1

日
か
ら
12月
31
日
ま
で

3

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

も
共
同
募
金
の
一
環
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c̀oo＠初レンジ-
保健 衛 生 保健センター ff34-2340

種窟 日（躍） 19 了- 事 場 所 時 間

2侠） 健康づくリ料理敦室 中津集会所 10:00___, 14:00 
成

12冷 元気印孝ダ室 保健センター 13:30,..__, 15:00 

人
16飲＼） リ ハビリ孝夕室 保健センター 8 :00~1 ワ：00

JA宇和川 9 :30-------9 :50 

保
岩谷ダム相談所 10:20"-'10:40 

18（木） 結核レントゲン検診 JA予子林 11: 10-----11 :30 

健
大谷公民館 13:30,...__, 13:50 

保健センター 14:30------15:00 

母 11（木） 1 . 6 歳• 3歳児健診 保健センター 13:00~ 13:30 

孟17（水） 幼 児 教 室 保健センター 9 :30-------

健 26~ ポリオ生ワクチン投与 保健センター 13:30~ 14:00 

そ
10（水）献 血 尤州高校膨II分校 10:00------11 :00 

保健センター 10:00~ 11 :30 
の

24（水） 献 血 保健センター 12:30,..__, 14:00 
他

かわかみ荘 15:00~ 16:00 

悶 16伏）そ よ風の会 保健センター 8 :00'"'-'1'7:00 

10月の当直医

| ¥ ～行事予定表～

【収集日】 10月15日（月） I 2（火） 健康行きバス運行開始

7（日） 町民運動会

【収集地区】大和 • 中野 ・ 下鹿野 I 14（日） 映画「山の郵便配達」上映

20（土） 古紙回収

地区・岩谷地区 ・予子林地区
26（金） 老人クラブ運動会

ク 議員全貴協議会

28（日） 宇和川地方祭

古紙収集日 二二］ 1 
29（月） 税出張受入れ

【収集日】

10月20日（土）

＊朝7時までに

指定の場所へ

日（躍） 病院名 電話番号

ワ （日）菊原医院 26-0103 

8 （月）本条脳神経外科医院 24-2841 

山本医院 25-6100 
14（日）

辻内科医院 52-0174 

般 21（日）菊原外科医院 24-4646 

28（日）石村整形外科医院 23-5767 

月・ 失 市立大 洲'|病院 24-2151 

救 水 加戸病院 24-5101 

急 木 大洲I記念病院 25-2022 

金～日 大洲I中央病院 24-4551 

＊一般の当直医は変更になる場合がありますので
あらかじめ、連絡してからお出かけください。

秋の行政相談週間

10月 15日 （月）

~21日 （日）

、

、

分

30
室

人
人―――-

D
 

目

特

年

保

木

4
青

）

～
館

政

金

分

民

田

公

福

(

O
 

行

日

叩̀
＇、
5

]

］

峙

月

ー

所

負

後

灸

午
＝
＝
ロ゚

日

ー

場

相

．
．
．
．
．
．
 

|
ノ

>
[[[

心配ごと相談

10月5日（金）相談員福田 保

菅野桂子

10月22日（月）相談員山本節子

谷田 善 和

【時暦】午後 1特30分～4時30分

【場所］公民館青年室

社会保険一日出張相談所

大う州商工会議所

10月5日（金）・22（月）

内子町商工会

10月4日（木）・ 23（尖）

慶 弔

おしあわせに

（川口大介さん
富久保見紗さん

やすらかに

土居 繁穂さん

(72歳・小 薮）

古野清武さん

(94歳・かわかみ荘）

山木藤蔵さん

(89歳・かわかみ荘）

（月野尾）

（月野尾）
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”• 乍 9呵・

アキ缶438個の壁、
8月17日、菟野尾の松尾直生さん方

では、アキ缶を利用して作っていたカ

ラフルな壁が見事に完成しました。ア

キ缶の大きさや高さに合わせて壁の寸

法を決めた後、アキ缶に 1つずつ砂を

入れ 、後ろの板に針金で縛リつける作

業に時間がかかリ 、完成までに 2カ月

以上を要したそうです。

~' ｀｀芦；る置こ芦芦琴-.，
必ダ迄昼□＼や、

( ... 、・• 

．
 

回る、‘)9回るペットボトル風車
八重栗の金田賢三さん・麗子さん方で

は、ペットボトルで作った風車が軽やか

に回っています。風車が回る振動が地下

に伝わって、モグラが逃げ出すと聞いた

のがきっかけだそうです。スプレーで色

を付け、並べて立てるようになったのは 1

今年の春頃からですが、今ではその数も

50を超え、飛び交う赤トンボの群れによ

く調和しています。

‘̀ i9え'̀.̂？:•-：年，揺ば誓
・, `りが 1 , 

':..l,,I:~、(̂~'.,. ；
~;,(·.,.,.:~ 
ー：呑、！．t

ま
ち
の
酷
一
詞

l

.................................... ~.................................... 

．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 

．
 

．
 
．
 

．
 
．
 
．
 

．
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．
 
．
 
．
 

．
 

．
 
．
 

．
 
．
 

．
 
．
 

．
 

．
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．
 

．
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．
 

．
 
．
 

．
 

．
 

．
 
．
 
．
 

．
 
．
 

．
 

．
 
．
 

．
 

．
 

．
 
．
 
．
 

．
 

~

子
ど
も
た
ち
の

夏
休
み
が
後

．
 

~
半
に
入
っ
た
頃
、
小
泉
首
相
は

~
8

日
間
の

夏
休
み
を
過
ご
す
た

．
 

~
め
神
奈
川
県
箱
根
町
に
出
か
け

•

ま
し
た

。

右
手
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト

．
 

．
 
．
 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
~
ル
、
左
手
に
C
D
を
持

っ

て
。

~
最
近
の
若
い
人
は
右
手
に
「
ケ

．
 

"
イ
タ
イ」

左
手

に
「
マ

ッ
ク

．
 

ら
豆
し
四
噂

A
h
M
け

そ

．
 

、
分

る

仕
あ

~

（
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
）
」
を
持
ち

、

土
と
白
久

栽

用

（

囲

リ

L

る

か

ま

鱈

の

活

ん

2
取

、

、
も

ご

手
に
向
か

っ
て
さ
さ
や
い
て

い

ム
ロ

古
の
さ
は
の

L

が
と

~
ま
す

。

そ
ん
な
彼
ら
も
秋
の
彼

~
岸
に
は
先
祖
の
お
墓
参
り
に
出

カ

ー
直
地
子

）

回

2
す

こ

・~
か
け
る
の
で
し
ょ

う

か
。
右
手

培

麟
―
農
尚
は

3
リ
ま
る

栽

臼
戸
悶
｀
〗5
汀

丁
に
「ケイタイ
」、
左
手に線

す
丈
荷
で

~
香
を
持
っ
て

。

願
わ
く
ば
、
そ

、
さ

．
 

の
弓
_
°畝子

ア
田
ィ
た
6

節
ほ
草
出
ま

~
の
時
く
ら
い
は
「
ケ
イ
タ
イ
」

吉
ほ
し
は
頭
し
、
朝
く

~
を
手
か
ら
離
し

、

し
っ
か
り
と

．
 

"
掌
を
合
わ
せ
て
も
ら
い
た

い
も

シ

の

ま

ん

兵

て

い

翌

遅

』

ロ

谷

ア

れ

さ

、

れ

行

し

夜

。

・

居
シ
ら
田
畝
ま
方
類
に
す

~
の
。

「
ケ
イ
タ

イ
」
の
電
源
は

セ
中
□

め
吉
4

組
夕
分
業
で

~
当
然
切
っ
て

。

セ
始
て
は
リ
は
に
作
う

~．
 

．
 

清楚な香り、シンテッーポウユリ
広常の大田恒子さんは、タバコ栽培と

の複合経営を目指し、今年からシンテッ

ポウユリを出荷されています。今年は 3
畝で始め、球根代にも費用がかかリまし

たが、来年からは鱗片繁殖ができるため、

将来は 5~6畝に増やす予定です。花の

栽培は、重さも軽く扱いやすいので、今

後、女性や高齢者が取リ組むのには最適 'f

と話されています。

い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
、
身
近
な
情
報
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

役
場
新
し
い
町
創
造
課

6
3
4
~
3
1
1

編

集
国

一
記

誌
を
会
わ
せ
ろ

合
誌
と
は
‘

話
を
会
わ
せ
る
と
読
む
．

と
さ

r
さ

黙

らヽ
な
い
と
｀

宙
分
の
記
も
聞
い
て
も
ら

゜

`
{
f
4
い

会
話
と
い
、
）
：
は
文
字

ど
七
り
．
相
手
ど
と
り
文

ゎ
す
も
の
だ
”

口 口

今

月

の

板

書
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